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:ま え が き

稲わらの飼料価値向上試験の一環 として,補足飼料を添
加した稲わら採食量の変化を主体に,肉用牛による飼養試
験で検討した結果の概要を報告する。

2 試 験 方 法
黒毛和種成去勢牛で体重 460～ 490り のもの 3頭 を供試

し,補足飼料として配合飼料を体重に対して 0～ 10%の
6段階の水準で給与し,稲わらの自由採食量を調査した。

各給与水準での試験期間は2週間とし,予備期間を1週間
とした。各期の末期に全糞採取法による消化試験を実施し

た。供試稲わらは,秋田県畜産公社で試験用に成形した稲
わらウエハーであり,配合飼料は産肉能力検定 (間接検定 )
用飼料を用いた。実施期間は昭和5tl年 12月 から51年 4月 ま

でである。また雌牛での採食量を検討するために,黒毛和

種成雌牛 6頭 と日本短角種 5頭を供試し,補足飼料として
大豆粕あるいは前記検定用配合飼料を05～ 10ん,給与し
て,昭和55年 1月 から同 4月 までの間に稲わらの自由採食
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全飼料採食量の体重比 も同様な傾向で区間に有意差がみ

られた。ただ稲わら自体の採食量やその体重比 と異なり,

1%補足区では,補足飼料の採食量が多かった (467切 )
関係で,他の区との間に有意差はみられなかった。
本試験で,全般的に稲わらの採食量が少なかったのは,

供試牛がともに体型的には長脚で腹容がなく,いわゆる“物
食いの悪い牛 "であったことが原因して

いるように思われ

る。

補足飼料のある程度の給与で,稲わらの採食量が増加す
るのは,稲わらの消化に補足飼料の蛋自質やエネルギー源
が有効に作用 していることや

2).飼
料全体の増好性の増加

などを示唆 しているものであろう。低質粗飼科利用の場合

量を調査した。

3 試験結果及び考察
稲わらの 1日 平均採食量は表1の ようで,補足飼料無給
与で稲わらだけの給与の場合には, 49切 の採食量であっ
たが,補足飼料の給与を増加させるにつれて稲わらの採食
量は増加し,対体重 04%の補足飼料給与水準で最大の56
″の採食となった。しかし対体重 1%の給与水準では,稲
わら採食量は約 38″ と減少し,04～ 08%と 1%補足区
との間には5%水準で有意差がみられた。
稲わら採食量の体重に対する割合も前者と同じ傾向とな

り,単味給与区では約 1%の採食割合にすぎなかったが,
補足飼料の給与で採食体重比が増し,04%補足区で最大
の 12%の採食割合となったが,1%補足区では体重比約
08%の採食割合と減少し,02～08%補足区と1%補足
区との間に有意差がみられた。

補足飼料を合わした全飼料の採食量も表1のようで,補足

飼料の増加にともなって有感に増加し,08%補足区で最大
の
'4り
の採食量となったが,1%補足区ではやや減少した。

に,補足飼料添加が有効に影響することを示 している。
各補足飼料の給与水準別に有機物とエネルギーの消化率

の変化をあげると図 1のようである。有機物の消化率は,

稲わら単味給与のときには約 58%で あったが,補足飼料の

増加で有意に向上し, 1%補足区 (補足飼料 467り 採食 )
では約 65%と なり,補足飼料採食量と消化率の間に一次回
帰式が得られ,補足飼料が 1″増すことに消化率は 162%
上昇することが示 された。またエネルギーの消化率も有機

物と同じ傾向となり,稲わらだけの給与の場合には約 55%
のものが, 1%補足区では約 62%の消化率となった。一次
回帰式から,補足飼料 1″ ことに174%の消化率の上昇が
あることが示された。

表 : 稲わらと全飼料の採食量 (日 ,頭 )一 去勢牛 ―
区

項  目

補足飼料給 与水準 (%)
区 間 差

0 10

稲わら採食量 (″ ) 505 5 598 5118 548a 3.78 " 8>b*

同 体重比 (%) 1 048 1168 1 063 1 123 0. ?8 
D 8>b*

全飼料採食量 (切 ) 4 938 598b 753C 7.93 " 941e 8.15 | 8, bくlC, d, o, f*
c. dく o*

同 体重比 (%) 1 023 1.24b 1 56 C l.0J 1 92e
o, bく(c, d. e, f*
8<b*  C d<e*
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また,消化試験結果のpI消化エネルギー摂取量からTD
Nを換算 (TDN l切 =4 41 Mc31 DE3と )した値を実測
値とし,飼料成分表の可消化養分量から計算 した TDN量
を計算値として,両者を比較すると表 2のようである。稲
わら単味給与のときには,計算値より75%だ け実測値が
高い値となり,02～ 04%補足区では両者が同じになった
が,06%補足区 (補足飼料28″採食 )以上では計算値
より少なく,08%補足区 (同 39り )で約5%,1%補足
区 (同 47埓 )で約 lll%だけ実測値が低い値となった。
消化率は補足飼料の給与によって向上するがう.向上の
程度は,補足飼料の増加するにつれて,期待される消化率
より不良になっていくことを示している。濃厚飼料を多く
与えるときには,消化率の期待期からの低下分だけ安全率
を見込んでおくことが必要なことを物語っている3)。

なお,全牛に一律に与えた鉱塩の摂取量は,補足飼料の
少ない区ほど多く,稲わら単味給与区 (0%補足区 )では
驚くほどの摂取量となった。無機物代謝の面から,さ らに
検討すべき点であろう。

稲わら多給の方式は,一般に繁殖雌牛に応用されること
が多いので,黒毛和種成雌牛 6頭を用い,補足飼料として
大豆粕を05″給与し,稲わらの自由採食量を調査した成
績は表 3のようで, 1日 1頭あたり平均 87り の採食とな
り,ま たその体重比は 165%と なった。大豆粕を10た,に

にともなって増加 したが ,体重比 1%(47″ )の 補足飼
料給与区では,かぇって有意に減少した。
2 有機物 とエネルギーの消化率 も補足飼料給与にとも
なって向上 し,それぞれ

'(消
化率 )‐ 5775+162X(補

足飼料採食量 )および

'‐

5475+174Xの一次回帰式で
示すことができた。

3 黒毛和種成雌牛の 1日平均稲わら採食量は,補足飼
料 05″ 給与のときには 870た,, l o λ9補足のときには

'23た
,となり,その体重比はそれぞれ 165%お よび 178

%と なった。日本短角種雌牛では,平均 848り の稲わら
採食量となった。
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表 3 成雌牛における採食量
供 試 品 種 黒 毛 和 種 日本短角種

補 足 飼 料 大  豆 柏 (1 配合飼料
同 給与量 (り ) 05

稲わら採食量 (″ )

同 体重比 (%)
8 70

1 65

9 23

1 78

8 48

1 2,

注 (1)他 にビタミン剤 ,ミ ネラル剤 ,炭酸カルシウ
ム,おょび食塩添加
12)産肉能力検定用

増給した場合には,稲わら,2″ の採食量で,その体重比は
18%と なり,補足飼料の量にともなう稲わらの採食量は ,
去勢牛の場合と同じ傾向となった。
日本短角種成雌牛では,補足飼料として配合飼料を05
″給与した31日間の採食調査では,平均して 85″ の採食
量で,そ の体重比は 13%と なった。 この場合,稲わらへ
の馴1致がやや不十分だったことと,牛の栄養状態が過肥に
近 く,体重が大きかったこと(平均 658″ )が ,本品種で
の採食量やその体重比を少なくしてぃる一面であったよう
招思われる。

4 ま  と  め
1 肉用牛による稲わらの採食量は,補足飼料の給与量

表 2 TDN摂 取量 の比較 一 去勢牛 ―
補足飼料給与水準 (%) 0

同  採 食 量 (″ ) 0 053 1 93 283 3 93 467

計算値 {{7, 1 86

(1000)
258
(llX1 0)

351
(1000)

3 98

( 100 0)
492
(1∞ 0)

481
(1000)

実測値1簿 ;
2 00

(1075)
2 59

(100 0)
351
(1000)

3 92

( 98 5)
471
( 957)

4 38

( 911)


